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現在は順天堂大学の物忘れ外来を止め、岐阜の河村

病院とお茶の水メモリークリニックで患者さんを診察

しています。12月からは大田区大森のくどうちあき脳神

経外科クリニックで月曜日と水曜日に外来診療を担当す

るので、近辺の方はいらしていただければと思います。

私は島根県の出身で、私の育った大田市には石見銀

山という世界遺産があります。昔は銀がたくさん採れ

ました。最初は尼子氏に所有権があったのですが、そ

のうち大内氏に取られ、次は毛利氏に取られ、最終的

には徳川幕府のものになって天領になりました。そこ

に代官様が派遣されていて、その代官屋敷がそのまま

残っています。鉱山を見学すると、面白いものがたく

さん見られます。このようなところまで行く機会はな

かなかないと思いますが、機会があれば、ぜひご覧い

ただきたいと思います。

もう一つ、私たちがすごく自慢しているものがあり

ます。今は休火山で噴火していませんが、三瓶山は

3000〜4000年前は盛んに噴火していて、冷えた火砕

流が川や雨によって流れ、下流にあった森を埋めてし

まっていました。その森が出てきたのです。あるとき、

田んぼの中に太い切り株が出てきて、邪魔なのでユン

ボで掘ったところ、いくら掘っても根っこが出ないと

いうことで、新聞に載りました。そうするとすぐに専

門家が来たのですが、これは大変なものだということ

で、炭素14というアイソトープで年代を調べると、

3700年前の杉であることが分かりました。まさに縄

文杉が何本も埋もれていたのです。それを掘り出して、

現在はドーム状のミュージアムに保存されています。

皮も付いている、直径2.5mぐらいの結構大きなもの

で、杉の香りがします。感動ものですから、ぜひ来て

縄文時代の匂いを嗅いでいただきたいと思います。

また、松江城も国宝になりました。出雲大社は遷宮

があり、皇室からお嫁さんも来られました。面白いも

のがたくさんあるのですが、特に出雲大社はすごくて、

古事記の時代からあります。日本書紀には、出雲大社

は地上6階建てぐらいの建物だったが、それがある日、

地震のためにがらがらと音を立ててくずれたという記

述があります。今のお社は上の部分が地上に落ちた状

態だそうです。そうであれば柱があったはずだという

ことで、柱を探したところ、出てきました。大きな杉

の木3本が束ねられて1本の柱になって、それが数本

立ってお社を支えていたのです。出雲大社にある古代

歴史博物館に柱が展示してありますので、ぜひご覧い

ただきたいと思います。

■もの忘れ外来患者診断内訳

島根県の観光大使としての仕事はここまでにして、

「アルミニウムと健康」フォーラムのお話に入りたい

と思います。私は神経研究所と国立長寿医療研究セン

ターの研究所でワクチン開発等の研究を行ってきまし

たが、その辺はもうリタイアして臨床に戻り、認知症

の方を毎日たくさん診ています。この7年間で約1000

例の患者さんを診ました（図1）。内訳はアルツハイマ

ーが圧倒的に多く、7割ぐらいを占めています。

■アルツハイマー病の治療

アルツハイマー病には治療薬があります（図2）。パ

ッチのイクセロン（リバスチグミン）、飲み薬のアリ

セプト、レミニールのいずれかとメマリーをうまく組

み合わせることで症状を改善し、進行を少し遅らせる

ことはできるのですが、止めることはできません。あ

くまでも対症療法です。また、周辺症状といわれる行

動心理症状に対しては、メマリーや抑肝散という漢方

薬をよく使っていますが、まだ根本的な治療薬は出て

きていません。新しい薬が出るのに、あと5年はかか

ると思います。そういうわけで、残念ながら、今は根

本的な治療はできませんから、できるだけ早く診断し

て何らかの予防策を講じることが一番の方法です。



ALUMINUM AND HEALTH

■認知機能低下リスクチェッカー

脳の画像を撮ると、アルツハイマー病になっていな

くても分かります。しかし、1回当たり30万円ぐらい

掛かる検査で、機械も日本に数カ所しかないので、誰

もが受けられるわけではありません。そこで、もう少

し簡便な方法はないかということで、いろいろ研究が

あるのですが、その中に「はからめ」というもので嗅

覚機能を見るという方法があります（図3）。「はから

め」は10枚のカードが箱に入っていて、各カードの

10円玉ぐらいの大きさの白い円に匂いが封じ込めて

あり、そこを爪でこすると匂いが出てきます。その下

には、①いおう、②墨汁、③ニス、④畳、⑤分からな

い、⑥無臭（匂いがしない）などとあって、この匂い

だと思うところに丸を付けます。そして、10枚全部

嗅いだら箱に戻して、「はからめ」を販売している名

古屋のグローバルエンジニアリングに送り返すと、

「あなたの嗅覚機能は何点です」と返ってきます。

これは面白いと思って、認知症の患者さん約60人

でテストしてみたところ、見事に相関していました

（図4）。横軸が嗅覚機能（1000点満点）、縦軸が認知

機能を表しており、上にいくほど悪く、下にいくほど

良いのですが、この60人が見事に線の上に乗ってき

ました。つまり、嗅覚機能の悪い人は認知機能が悪い

ということです。逆に認知機能の良い人は嗅覚機能も

良いということで、かなりの精度で当たることが分か

りました。高度な認知症になると外れる人が多く、副

鼻腔炎などで病的に嗅覚機能が悪い人もいるのです

が、大体この線の上に乗ってきます。

また、最近、朝田先生がテレビで盛んにお話しにな

っていますが、血液でアルツハイマー病が分かるよう

になってきました（図5）。私もお茶の水メモリークリ

ニックでこのテストを行っていますが、MCBI社の

MCIスクリーニング検査です。血液を採って会社に送

って調べると、アルツハイマー病にどのぐらいなって

いるか、あと何年でどうなるかという予想が返ってき

ます。病院によって値段は違いますが、2万5000〜3
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万円ぐらいです。さきほどの「はからめ」は5000円

と安いです。

今、このように新しいものがどんどん出てきていま

す。治療法がないのに診断してもどうにもならないと

いう考えの人はやらない方がいいと思いますが、少し

でも早く分かって、運動や認知リハビリテーションに

一生懸命取り組んで予防に努めたい方は、使ってみる

といいのではないかと思います。

■なぜサプリメントか

アルツハイマー病は、認知症となる20年前からス

タートしています（図6）。多くの人は70歳ぐらいか

らアルツハイマー病になるのですが、それは50歳ぐ

らいから脳の変化が始まっているということです。今

日の参加者も50歳以上の人が多いですが、80〜90歳

になって認知症が出てくるとすると、その20年前の

60〜70歳ぐらいで脳に変化が出てきますから、既に

脳に変化はあるけれども、まだ認知症にはなっていな

いという状態の方がここにもいらっしゃるのだろうと

思います。

それでは、この20年間をどう過ごすか。発病後の

薬はあるのですが、発病前に使う薬で保険適用のある

薬はありません。そうすると、予防しかありません。

予防には運動と栄養が重要です。その中にサプリメン

トという方法があります。従って、なぜサプリメント

かというと、使う薬がないからです。予防には運動と

栄養が一番ですが、機能性食品にも良いものがあると

いうお話です。

また、認知症患者さんは、予備軍も含めると900万

人と非常に多いです（図7）。あと10年で1300万人が

対象になります。仮に新薬が出てきたとしても、1剤

の値段は非常に高いと思いますから、日本の保険が破

綻することは目に見えています。ですから、何とか予

防していかなければいけません。そこでサプリメント

が重要になります。

それから、今年の4月から消費者庁がサプリメント

に機能性表示を許可しました。今までサプリメントに

何に良いのか何も書いていなかったのは、書いてはい

けなかったからです。ところが、今年の4月からは証

拠があれば「○○に良い」と書いてもいいことになり

ましたから、サプリメント業界は一生懸命研究してい

ます。機能性表示のあるものを買えば、何に良いのか

分かります。さらに、医食同源が日本人に受け入れや

すい考え方であることも、なぜサプリメントかという

理由の一つになります。

■認知症とサプリメント

認知症に良いものには、朝鮮人参、緑茶、赤ワイン、

トマトなど、いろいろあります（図8）。海老、蟹・鮭

の赤い色素であるアスタキサンチンは抗酸化作用が非

常に強く、すごく良いのだそうです。ごま、それから

水素が良いという話が出てきていますし、他にもビタ

ミンE、ビタミンC、ビタミンB12、葉酸、金属（Fe、

Zn等）、イチョウ葉エキスのギンコービローバ、米ぬ

かに含まれるフェルラ酸、ウコンのクルクミン、魚油

のDHA、ココナッツオイル、レシチン、ヒューペル

ジンAなどが挙げられます。
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■イチョウ葉エキス（ギンコービローバ）

例えばイチョウ葉エキスはヨーロッパでは薬になっ

ていますが、アメリカと日本では有効性がなかったと

いうことで、サプリメントになっています（図9）。抗

酸化作用があり、アミロイドの凝集を抑制するので、

アルツハイマー予防に若干の効果があるだろうといわ

れています。注意していただきたいのはギンコール酸

という成分です。ぎんなんの実でかぶれる人がいます

が、その原因はギンコール酸です。ですから、きちん

とした会社はギンコール酸が入らないように精製して

いますが、いいかげんな会社の製品にはギンコール酸

が入っていて、飲んだらかぶれることがあります。特

に血管性の認知症予防に良いといわれています。

■フェルラ酸

米ぬか油に多く含まれているフェルラ酸にも、抗酸

化作用があります（図10）。抗酸化作用というのは老

化を抑える作用です。また、脳の老化は炎症により起

こりますが、その炎症を抑える作用が非常に強いです。

実際にアルツハイマー病のモデルによく効いていま

す。日本ではグロービアのフェルガード、シグマのフ

ェルガーデンがあります。韓国のエイワイシーからも

ANM176が出ています。

動物モデルにフェルラ酸を食べさせると、学習機能

が改善し、アルツハイマーの病変も減ります（図11）。

動物ではすごくよく効いています。ヒトでもある程度

効果が確認されています。広島大学の中村重信教授の

治験では、フェルラ酸を飲んでもらうと、65歳以上

で発病したアルツハイマー病患者さんにはよく効いた

けれども、若年性アルツハイマー病にはあまり効かな

かったそうです。また、軽症の人にはよく効いたので

すが、重度の人にはあまり効かなかったといいます。

フェルガードはよく使われているサプリメントです

（図12）。熊本の菊池病院の木村先生の報告によれば、

前頭側頭型認知症（FTD）、レビー小体型認知症

（DLB）のどちらに対しても、周辺症状（BPSD）を

改善する効果がよく見られたそうです。特にイライラ、

焦燥、アパシー（意欲減退症候群）、幻覚、妄想、不

安が消えるということで、発病後の症状に対しても効

果のあるサプリメントです。

■クルクミン

そのフェルラ酸が2個くっついたのがクルクミンで

すから、クルクミンでも似たような効果があります

（図13）。ウコンの根っこを乾燥させて粉にしたのが

ターメリックで、これはカレー粉の黄色の成分ですが、
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インド人はアルツハイマーの発症が少ないといわれて

いるのは、多分、ターメリックのせいだろうと思いま

す。このターメリックから抽出したのがクルクミンで

す。抗酸化作用、抗炎症作用に優れていて、アルツハ

イマー病の病変を抑える効果を持っています。固まる

と毒性を持つアミロイドが、クルクミンを加えておく

と固まらずに溶けていきます。動物に食べさせると、

アルツハイマー病の病変が減っていくということで、

動物には非常によく効きます（図14）。

ところが、実際にヒトに使ってみると、あまり効き

ません。一つの原因として、腸からの吸収が悪いこと

が分かりました。クルクミンを飲んでも1％しか吸収

してくれないので、あまり効果がありませんでした

（図15）。最近は微粒子クルクミンというものが出て

いて、これだと吸収が30倍上がります。また、コシ

ョウの成分のピペリン、サメの脂の成分のスクワレン

を一緒に食べると吸収が20〜30倍上がるものが、レ

キオファーマ社から出ています。こういうものを使う

と少しは良いのではないかということで、今、治験を

行っていますが、ひょっとしたら発病後に飲むのでは

遅いのかもしれません。やはり予防的に早めに飲むこ

とが大事です。

■ドコサヘキサエン酸

ドコサヘキサエン酸（DHA）は、魚にたくさん含

まれていて、抗酸化作用があり、アルツハイマー病の

病変を抑制することが実験で分かっています（図16）。

ところが、これもやはりアルツハイマー病患者さんに

効きませんでした。このように良いといわれるもので

も、発病後ではなかなか効いてくれません。新薬でも

効かないのですから、こういうものはなかなか効いて

はくれないと思います。発病後では遅いのかもしれま

せん。

後ほど井上先生がiPS細胞のお話をされますが、iPS

細胞を使った研究で、DHAがすごく良い結果を出し

ました（図17）。また、魚をよく食べる人に認知症が
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少ないことも分かっています（図18）。それから、私

が以前にいた国立長寿医療研究センターでは、愛知県

大府市住民をずっと追い掛けて調査をしています（図

19）。その人たちが魚をどれぐらい食べていて、DHA

の血中濃度がどのぐらいかを推定しました。食べる前

に写真を撮って送ってもらい、また、何をどのぐらい

残したかというレポートを付けてもらって調査しまし

た。例えばサバを100gぐらい食べていたら、血液中

のDHCの濃度を推定することができます。調査の結

果、DHCが高い人、低い人、中ぐらいの人に分けて

みると、低い人に比べて高い人は認知機能の低下が少

なく、0.3となっていました。また、認知症になった

人も非常に少なくて0.17だったということで、魚をよ

く食べる人には認知症が少ないことが分かりました。

■ココナッツオイル

それからココナッツオイルがいいということで、飲

まれている方は多いと思います。ココナッツオイルは

中鎖脂肪酸をたくさん含んでいます（図20）。中鎖脂

肪酸は動脈硬化の原因になりません。細胞の中に入る

と、カロリーとして使われます。糖尿病の人はブドウ

糖が使えない代わりに中鎖脂肪酸がカロリー源になる

ので、神経細胞が元気になるという理屈です。アメリ

カには、ココナッツオイルのカプリル酸（C8）を

95％以上にしたサプリメント（アクソナ）がありま

す（図21）。これはFDAが承認しており、飲むと認知

機能の低下が防げます。特にApoE4という遺伝子を

持っていない人に非常に良かったということで、これ

を日本に導入したいので使ってくれと私のところに持

ってこられたのですが、1日の服用量が40gだったの

です。40gの油など食べられません。岐阜の方に飲ん

でもらいましたが、5人は下痢になって、とてもでは

ないですが食べられませんでした。5人は何とか耐え

られたのですが、3人は認知機能がむしろ悪化してし

まい、やめたら良くなりました。1人だけは非常に良

かったです。従って、効く人もいるし、悪くなる人も

いるということで、これからもう少し研究しなければ

いけません。どういう人にココナッツオイルが良いの

か、私はまだ結論を持っていません。いずれにしても、

効くほど飲むと下痢になります。

■レシチン

レシチンはリン脂質、特にホスファチジルコリンが

すごく良いです。また、プラズマローゲンも良いとい

うことで治験を行っていますが、ドクタープラネッツ

が出しているエグノリジンというサプリメントは既に
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多くの人が使っています。動物でもヒトでも記憶がす

ごくよく改善しています（図22）。MMSEテストが15

点ぐらいだった人が、25点ぐらいまで上がります。

アルツハイマー病の患者さんが飲んでいたアリセプト

をエグノリジンに切り替えると、さらに認知機能が上

がったと兵庫医大の西崎教授がおっしゃっています

（図23）。現在、私はこの追試をしている最中です。

■ヒューペルジンA

最後に、ヒューペルジンAをご紹介します（図24）。

トウゲシバというシダ類に含まれます。トウゲシバは

高さが10〜20cmの草で、山に生えています。もとも

と中国にあったもので、中国ではすごく重要な薬草と

して守り育てられており、お金よりも大事だといわれ

ています。ヒューペルジンAの構造から、アセチルコ

リンを高め、グルタミン酸を抑える効果が予想できた

ということで、実際に実験すると効果があったわけで

す。これを飲んだ人の認知機能が改善したとか、日常

生活機能が改善したといった論文を集めたメタアナリ

シスの結果、効果があったと判定されています（図

25）。

わが国にはこれを入れたサプリメントがあります

（図26）。レキオファーマが出しているメモリンとヒ

ューペルミンE、それからシグマのヒュークルミンで

す。メモリンとヒュークルミンは正常な人の健康保持

というか、認知症予防に良いと思います。わずかなヒ
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ューペルジンAとウコン、DHA、ビタミン類が入っ

ています。ヒューペルミンEにはヒューペルジンAが

たっぷり入っていて、アリセプトの3.8mgに相当する

量ですから、結構効きます。MCI（軽度認知障害）の

方にメモリンを飲んでいただいたところ、12週後に

多くの人の認知機能が改善しました（図27）。このサ

プリメントもだんだん売れてきています。

薬のようなサプリメントであるヒューペルミンE

は、発病後の方に使った方がいいと思います。アリセ

プトを長く飲んでおり、ADASという認知機能検査が

40点を超えた重度のアルツハイマー病患者さんがヒ

ューペルミンEを服用したところ、認知機能が25点ま

で改善し、1年半ぐらいかけて徐々に戻っていきまし

た（図28）。多くの人が改善して元に戻りますが、中

には低いレベルを維持している人もいました。このよ

うなサプリメントもあるので、ぜひお試しいただけれ

ばと思います。

■コホート研究と介入研究の結果の違い

疫学研究と介入研究ではどうしてこれほど差が出る

のかというと、介入研究は観察期間が短く、せいぜい

半年から2年です。ところが、疫学研究というのはず

っとその環境に曝露されているわけですから、魚を食

べる期間も長いということで差が出るのだと思いま

す。また、介入研究はDHAやクルクミンなど、単一

曝露が多いのですが、実際に食べている魚には他にも

良い成分がたくさん入っていますから、複合して効い

ている可能性があります。そういうことから差が出る

のではないかと思います。あるいは、発病した後では

もう遅いのかもしれません。

まとめると、認知症は予防が大事であり、予防方法

には運動と栄養があります。その一つであるサプリメ

ントにも、ある程度エビデンスが出つつあるものがあ

るというお話でした。予防マニュアル（図29）にも

詳しく書いてありますので、後でよくご覧いただきた

いと思います。ご清聴ありがとうございました。


